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広
域
自
治
体
の
北
海
道
は
、
市
町
村
に
寄
り
添

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
全
国
の
都
道
府
県
の
最

多
と
な
る
一
七
九
市
町
村
を
抱
え
、
市
町
村
と
の

調
整
は
難
航
を
極
め
る
の
が
常
だ
。
道
が
二
〇
二

六
年
四
月
に
導
入
を
目
指
す
法
定
外
目
的
税
「
宿

泊
税
」
を
巡
る
一
連
の
対
応
で
は
、
広
域
自
治
体

の
苦
悩
と
と
も
に
、
道
の
調
整
不
足
が
垣
間
見
え

た
。

　
道
の
宿
泊
税
は
「
段
階
的
定
額
制
」
で
、
宿
泊

料
が
一
人
一
泊
二
万
円
未
満
で
一
〇
〇
円
、
二
万

円
以
上
五
万
円
未
満
で
二
〇
〇
円
、
五
万
円
以
上

で
五
〇
〇
円
を
徴
収
す
る
。
段
階
的
定
額
制
を
採

用
し
た
の
は
、
定
率
制
を
採
用
す
る
と
税
額
が
一

円
単
位
と
な
り
、
徴
収
に
手
間
が
か
か
る
た
め

だ
。
一
方
、
俱
知
安
町
は
一
九
年
に
宿
泊
料
の
一

律
二
％
を
徴
収
す
る
「
定
率
制
」
を
一
九
年
に
先

行
導
入
。
道
が
「
段
階
的
定
額
制
」
を
全
道
で
導

入
す
れ
ば
、
同
町
で
は
二
つ
の
税
制
が
混
在
す
る

た
め
、道
は
、道
の
宿
泊
税
を
「
段
階
的
定
額
制
」

で
徴
収
す
る
よ
う
同
町
に
求
め
て
き
た
。

　
俱
知
安
町
は
こ
れ
に
反
発
。
徴
収
事
務
を
担
う

宿
泊
事
業
者
は
、
道
の
宿
泊
税
は
「
段
階
的
定
額

制
」
で
、
同
町
の
宿
泊
税
は
「
定
率
制
」
で
そ
れ

ぞ
れ
税
額
を
算
出
す
る
手
間
が
か
か
る
。
外
国
人

観
光
客
で
活
況
に
わ
く
同
町
も
人
手
不
足
で
、
宿

泊
事
業
者
の
省
力
化
は
欠
か
せ
な
い
。
同
町
は
道

の
宿
泊
税
を
定
率
制
で
徴
収
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
要
望
し
た
。

　
だ
が
、
道
も
俱
知
安
町
の
要
望
を
受
け
入
れ
ら

散 射 韻

確
保
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
国
や
業
界
団
体
、
民
間
企
業
に
加
え
、
全
国
最

多
の
一
七
九
市
町
村
を
抱
え
る
道
は
、
宿
泊
税
に

限
ら
ず
、ど
の
政
策
で
も
利
害
調
整
に
苦
慮
す
る
。

道
議
ら
の
主
張
に
も
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
で
国
と
地
方
が
対

等
と
位
置
付
け
ら
れ
、財
政
難
に
も
直
面
し
、「
主

体
的
な
判
断
を
示
さ
な
い
中
二
階
」
と
揶
揄
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
見
直
し
問
題

は
、
道
の
立
ち
位
置
を
示
す
好
例
だ
ろ
う
。

　
宿
泊
税
を
巡
る
俱
知
安
町
と
の
対
立
も
、
解
決

策
を
見
出
す
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、
道
の
苦
し

い
立
場
を
考
慮
し
て
も
、
広
域
自
治
体
と
し
て
市

町
村
に
寄
り
添
っ
た
対
応
だ
っ
た
と
は
言
い
が
た

い
。
道
が
定
額
制
を
軸
と
す
る
方
針
を
固
め
た
の

は
一
九
年
で
、
同
町
も
同
じ
一
九
年
に
定
率
制
で

宿
泊
税
を
導
入
し
て
い
る
。
同
町
内
で
二
つ
の
税

制
が
混
在
す
る
可
能
性
は
五
年
前
か
ら
目
に
見
え

て
お
り
、
早
期
か
ら
水
面
下
で
丁
寧
に
調
整
を
始

め
て
い
れ
ば
、
対
立
が
深
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
優
先
し
、
俱
知
安
町
が

口
出
し
で
き
な
い
課
税
自
主
権
を
持
ち
出
し
て
強

行
突
破
し
た
道
。「
こ
こ
ま
で
す
る
ん
だ
な
と
恐

怖
す
ら
感
じ
た
」。
同
町
の
関
係
者
は
道
へ
の
不

信
感
を
募
ら
せ
る
。
主
体
性
が
な
い
と
思
わ
れ
て

い
た
道
の
思
わ
ぬ
強
行
は
、
今
後
、
市
町
村
と
の

関
係
に
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

＜

銀＞

れ
な
か
っ
た
。
宿
泊
料
に
よ
っ
て
道
の
宿
泊
税
額

が
他
市
町
村
と
異
な
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
た
め

だ
。
一
一
月
下
旬
の
第
四
回
定
例
道
議
会
へ
の
関

連
条
例
案
提
出
を
急
ぐ
道
に
対
し
、
道
議
会
は
同

町
と
の
合
意
を
要
求
。
道
は
道
の
宿
泊
税
を
「
段

階
的
定
額
制
」
で
徴
収
す
る
こ
と
を
譲
ら
な
い
ま

ま
、
シ
ス
テ
ム
改
修
費
の
支
援
を
同
町
に
提
示
し

た
も
の
の
、
同
町
は
納
得
せ
ず
、
協
議
は
平
行
線

を
た
ど
っ
た
。

　
局
面
が
変
わ
っ
た
の
は
一
一
月
一
九
日
。
道
は

第
四
回
定
例
道
議
会
へ
の
条
例
案
提
出
に
踏
み
切

る
考
え
を
道
議
会
が
求
め
る
「
合
意
」
が
な
い
ま

ま
提
出
を
強
行
し
た
。
俱
知
安
町
は
反
発
し
、
道

議
も
一
般
質
問
で
「
俱
知
安
町
と
の
協
議
を
継
続

し
、
納
得
感
の
醸
成
が
求
め
ら
れ
る
」
な
ど
と
苦

言
を
呈
し
た
。

　
道
が
条
例
案
提
出
の
根
拠
と
し
た
の
は
、
税
率

や
税
目
を
決
め
る
権
限
が
自
治
体
に
あ
る
と
い
う

「
課
税
自
主
権
」。
道
は
こ
れ
を
盾
に
俱
知
安
町
に

合
意
を
求
め
、
同
町
は
「
道
の
課
税
自
主
権
を
主

張
さ
れ
た
ら
『
そ
れ
は
そ
う
で
す
ね
』
と
言
う
し

か
な
い
」
と
困
惑
し
た
。

　
事
実
上
、
俱
知
安
町
の
説
得
を
断
念
し
た
道
に

も
言
い
分
は
あ
る
。
札
幌
市
や
旭
川
市
な
ど
一
五

市
町
村
も
道
と
同
じ
く
二
六
年
四
月
に
宿
泊
税
を

導
入
予
定
で
、
開
始
時
期
を
合
わ
せ
る
に
は
、
第

四
回
定
例
道
議
会
へ
の
条
例
案
提
出
は
必
須
だ
っ

た
。
導
入
に
必
要
な
総
務
相
の
同
意
手
続
き
に
は

三
カ
月
か
か
り
、
道
民
へ
の
周
知
期
間
も
一
年
は

振り切った道庁


